
はじめに 
 

 職業教育の重要性が、近年、強調されています。世界に目を向けると、欧米はじめ世界各国が、高

等職業教育の改革に積極的に取り組んでいます。さらに、わが国では、少子高齢化が進み生産年齢人

口が減少し、人生 100 年時代を迎えている中、リカレント教育のニーズが高まり、多様な視点に立っ

た専門職高等教育改革が求められています。この改革を進めるには、これからの専門職高等教育に求

められる三つの要素に配慮しなければなりません。 

①  多様性（diversity） 

多様な社会のニーズに対応できる多様で柔軟な教育プログラムによって学修を進めることを可

能とする。 

②  流動性（mobility）  

国際間、教育セクター間における人材や教育材の移動を円滑に進めることを可能とする。 

③  生産性（productivity）  

一定期間で最大の学修成果があがるとともに、学修に関する情報について、効率的に入手するこ

とを可能とする。 

 

 当機構では以上の認識を基礎として、本年度三つの文部科学省委託事業を提案し、採択されました。 

A FD・SD 事業「職業実践専門課程の質保証・向上につながる専修学校教職員資質能力向上プログラム開発」 

専門学校の教職員を対象として、多様な学生を対象とした生産性の高い教育を進めるために必要

な知識・技能を研修するためのプログラムの構築と実践に取り組んでいます。 

B コンピテンシー事業「学修成果の測定に向けた職業分野別コンピテンシー体系の研究」 

学修成果の可視化を実現するためのコンピテンシー体系を構築し、プログラムの質保証・向上を

通じて､国際間、教育セクター間における人材･教育材の流動性を高める研究に取り組んでいます。 

C ポートレート事業「職業実践専門課程に相応しいポートレートシステムの要件定義」 

利用者目線に沿って、学修に必要な情報を効率的に入手することができ、かつ、職業教育の国際

通用性にも配慮したデータベースシステムの開発に取り組んでいます。 

 

 本書は、以上のうち、令和元年度における B（コンピテンシー事業）の成果をまとめたものです。

本年度は、昨年度定義した資格枠組の普及を図ることを目的とした国際シンポジウムを開催し、また、

四つの分野（土木・建築、動物、ゲーム・ＣＧ、美容）について分科会を組織して、それぞれの分野

の代表的な職種について、学修成果測定試行シートを作成し、企業および専門学校において試行を実

施いたしました。本報告書では、それらの全容を紹介いたします。 

 なお、本研究の実施にあたって、国際シンポジウムでご講演をいただいた Zita Mohd Fahmi 氏、

Christina Ng 氏、河村和彦氏、パネラーとしてご参加いただいた小林浩氏、坂元祥彦、また、学修成

果測定試行にご協力をいただいた産業界の方々、学生の皆様に対して、この場を借りて厚く御礼申し

上げますとともに、本事業の発展に引き続きご協力を賜りたくお願い申し上げます。 

令和 2 年 3 月 

一般社団法人専門職高等教育質保証機構 

コンピテンシー事業 研究委員会 

委員長  川口 昭彦 
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0  本事業の概要 

 

 本事業は、国際的な質保証動向に即したフレームワークを持ち、かつ、わかりやす

い「学修成果」を示すことに活用できる「職業コンピテンシーの体系化」を試みるも

のである。 

 その目的の達成のために、本年度事業（以下、「本事業」）では、前年度（平成 30 年

度）事業において構築した「資格枠組みのレベルの定義」、分野ごとの「学修成果指標」

を現実化・可視化し、更なる普及・促進を目指して、国際シンポジウムの実施につな

げる。一方で、前年度事業で協力を得た回答企業・個人を中心に、「学修成果指標」に

関する検証を行う。最終的には、どのような分野でもコンピテンシー体系を構築して

学修成果の測定を可能にすることを目指した手引書を作成する。  

 

 以上の実績を積むための本事業における大筋の流れは次のとおりである。  

（1） 資格枠組みの確立と可視化 

（2） 資格枠組の普及を目的とした国際シンポジウムの実施  

（3） 学修成果指標の活用のための可視化（分野ごと）  

（4） 学修成果測定試行（分野ごと） 

（5） 学修成果測定の手引き作成 

 

 以下、章をあらためて、（1）～（5）のそれぞれについて説明する。 

 

 なお、本事業は、2 年計画の最終年度にあたる。次年度以降、学修成果測定に資格

枠組を活用する仕組みを開発する予定である。 
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1  資格枠組の確立と可視化 

 

（1）本事業成果としての資格枠組のレベル定義  

 前年度事業では、世界各国における NQF（National Qualification Framework）に

おいて一般的な 8 段階のレベル分けにしたがい、学術分野・職業分野に共通した「資

格枠組のレベル定義（レベルディスクリプター）」を作成し、さらに、これの概要を示

す「資格枠組のレベルの定義（概要）」を作成した1。 

 

 

図 1 資格枠組みのレベルの定義（レベル 8、レベル 7）（平成 30 年度事業成果） 

 
1 前年度事業では「資格枠組みのレベルの定義」と表現していたが、冗長性を排除し

てより簡潔に表現するために、本年度事業以降、「資格枠組のレベル定義」と表現す

ることとした。この変更後の表記に基づく、「資格枠組のレベル定義（レベルディス

クリプター）」を資料 1 に、「資格枠組のレベル定義（概要）」を資料 2 に、それぞれ

掲載したので参照していただきたい。  
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図 2 資格枠組みのレベルの定義（レベル 6～レベル 1）（平成 30 年度事業成果） 
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図 3 資格枠組みのレベルの定義（各レベルの目安）（平成 30 年度事業成果） 

 

 

図 4 資格枠組みのレベルの定義（概要）（平成 30 年度事業成果） 
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（2）「資格枠組のレベル定義」の可視化  

 「資格枠組のレベル定義（レベルディスクリプター）」は、学術分野、職業分野の枠

を超えた分野共通のレベルと人材属性をひとつの表にまとめたもので、それ自体、可

視化されたものとして位置づけられるべきものである。 

 しかしながら、「資格枠組のレベル定義」は、図 1 から図 3 に示したとおり、A4 用

紙に換算すれば 4 枚分にも相当する。今後の普及・促進を考えたとき、もう少し情報

量を削り、なおかつ、その内容の概要を伝えることを可能にする一歩進んだ可視化が

できないか、検討することとした。もちろん、「資格枠組のレベル定義（概要）」は、

究極の可視化ツールであり、この 1 ページ分の情報だけでも、資格枠組がどのような

もので何を意図したものかを理解するという意味において、策定されたことの意義は

非常に大きい。本事業でいう可視化の試みは、レベルディスクリプターが示す 8 つの

人材属性（知識と理解、汎用的技能、…、倫理観とプロ意識）の枠組みを維持しつつ、

情報量の削減によるデメリットと、全体を A4 用紙 1 枚程度で表すことで全体像を把

握しやすくするメリットの妥協点を見出すことが可能かどうかを検討する試みと理解

していただきたい。 

 

●可視化の考え方・手順 

 次の各要件を満たすように試みた。 

 〇内容・表現面 

  ・職業に関する学修成果と結びつく記述を優先的にする。 

   その観点から見てアカデミックなことに固有な記述を削除する。  

  ・文の記述を体言止めにする。 

 〇体裁面 

  ・PowerPoint スライドを使用する。 

  ・そのために、文字の大きさを 7 ポイント（例外的に 6 ポイントも許容）まで 

   下げてもよいこととする。 

  ・視認性が確保できれば、行間や文字と罫線の間隔を詰めてもよいこととする。 

 以上の試みの結果、図 5 に示す出力を得ることができた。 

 これは試作的なものであるが、「資格枠組のレベル定義（レベルディスクリプター）」

の理解を促進する補助的・補完的なものとして活用していきたいと考えている。  
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図 5 資格枠組のレベル定義（要約後レベルディスクリプター）  
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2  国際シンポジウムの実施 

 

 当機構では、平成 29 年度の文部科学省事業を受託した際、「専門職高等教育の質保

証－」と題する国際シンポジウムを実施した2。その国際シンポジウムは、諸外国にお

ける職業高等教育質保証の現状の共有を図ることを目的として企図したものであった。 

 本年度事業では、高等教育質保証全般において求められている「学修成果」および

その成果を資格枠組に関連付け、NQF（国家資格枠組）がある諸外国における質保証

の情報の共有を目的とした国際シンポジウムを、「QAPHE 国際シンポジウム 2019－

専門職高等教育の質保証と資格枠組－」と題して、 

  令和元年 11 月 26 日（火）にハリウッド大学院大学 

において実施した。図 6 および図 7 は、そのプログラムである。 

 プログラムを企画するにあたっては、近い将来わが国との人材交流の増加が予想さ

れる東南アジア・東アジアに的を絞り、NQF が実際に存在する国・地域で、それを活

用した高等教育の質保証に明るい方々をリストアップした。それらの中から、ASEAN

の QF の中心的な位置づけを担うマレーシアから Zita Mohd Fahmi 氏（クエスト国

際大学特命教授）を、また、欧州の QF（EQF）との親和性が高い香港から Christina 

Ng 氏（香港学術及職業資歴評審局、総主任/高級評審主任）を招いて、それぞれの国

における質保証と資格枠組の関連性についてご講演をいただくことにした。  

 また、以上のような方々を招くことを前提に、わが国の職業教育質保証に関する行

政の取組、その考え方について、専修学校を管轄する文部科学省総合教育政策局生涯

学習推進課専修学校教育室から河村和彦専門官を招いて、ご講演をお願いした。  

 さらに、上記講演者に加えて、本事業の分科会を代表して、宮崎ペットワールド専

門学校校長である坂元祥彦氏、民間のシンクタンクを代表してリクルート進学総研小

林浩氏も参加し、本シンポジウムのテーマに関するパネルディスカッションを実施し

た3。 

 

 

 
2 平成 29 年度文部科学省「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の

推進」として受託した「専門職高等教育質保証機関の国際連携の推進および美容分野

におけるその成果の活用」事業の中で、「国際シンポジウム－専門職高等教育の質保

証－」を、平成 30 年 1 月 17 日に実施した。その詳細は下記に掲載しているので参

照していただきたい。 

https://qaphe.com/seminar/pastevent/20180117intersympo/ 
3 各講演者のプロフィール、講演の際のプレゼンテーション資料、パネルディスカッ

ション参加者の資料については、下記に掲載しているので参照していただきたい。 

https://qaphe.com/seminar/pastevent/20191126intersympo/ 

また、パネルディスカッションの内容、参加者に対するアンケートの内容及び集計結

果等については資料 4 および資料 5 に掲載しているので参照していただきたい。  

https://qaphe.com/seminar/pastevent/20180117intersympo/
https://qaphe.com/seminar/pastevent/20191126intersympo/
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図 6 QAPHE 国際シンポジウム 2019 プログラム 
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図 7  QAPHE 国際シンポジウム 2019 プログラム（英訳版） 
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3  学修成果指標の可視化（分野ごと） 

 

 前年度事業において、作成した「資格枠組のレベル定義（レベルディスクリプター）」

に基づき、その内容と整合した四つの分野における「学修成果指標」を作成した4。 

 本年度は、その内容の詳細を検討し、具体的な学修測定機会に適用できる形につい

てそれぞれの分科会で議論し、その統一的な形として、レベルごとに可視化して記録

を容易にする「学修成果測定シート」（以下、必要に応じて「シート」と表現）の作成

を試みた。 

 

〇分野共通の考え方 

 図 8 は、土木・建築分野－土木施工管理職種のレベル 3 の「学修成果測定シート」

を事例として、分野共通の考え方を示したものである。  

 

 

図 8  分野に共通した「学修成果測定シート」作成の考え方  

 

 
4 前年度事業において作成した各分野の学修成果指標は、資料 3 に掲載したので、参

照していただきたい。 

レベル タイトル  分野・職種  測定者、被測定者の

基本情報  

測定日付 

下の評価欄の

A～E のどれ

をチェックす

べきかを表す

基準の記述  

学修成果指標の該当するレベルの

属性とその内容の記述（評価の対

象とするため、文の形で統一）  

評価を行って A～E の

どの欄をチェックする

かの判断の補足説明  

測定・評価の結

果をチェックす

るための欄  

測定者がコメン

トを書くことを

可能にする欄  

評価結果 

記入欄 

基本情報 

記入欄 
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 以上は分野共通の考え方であるが、学修成果測定の局面はさまざまであることが予

想されたので、以下、分野ごとに、シートの作成の考え方や実際に作成したシートの

形について説明する。 

 

3.1  美容分野－美容師職種 

 美容分野においては、最下位であるレベル 3（美容専門学校 1 年修了後レベルを想

定）からレベル 6（いわゆるスタイリストレベル）までについて可視化を検討した。

その過程で学修成果指標体系の変更はなく、補足説明を加える程度の修正は行った。

以下、各レベルの検討結果に相当する「評価結果記入欄」の形を掲載する。  

 

 

図 9  「美容分野－美容師職種」レベル 3 の評価結果記入欄 
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図 10  「美容分野－美容師職種」レベル 4 の評価結果記入欄 
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図 11  「美容分野－美容師職種」レベル 5 の評価結果記入欄 
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図 12  「美容分野－美容師職種」レベル 6 の評価結果記入欄 
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3.2  ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種 

 ゲーム・CG 分野においては、レベル 4（ゲーム関連学科 2 年課程修了時レベルを

想定）からレベル 7 までについて可視化を検討した。その過程で学修成果指標体系の

変更はなく、補足説明を加える程度の修正は行った。以下、各レベルの検討結果に相

当する「評価結果記入欄」の形を掲載する。  

 

 

図 13 「ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種」レベル 4 の評価結果記入欄 
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図 14 「ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種」レベル 5 の評価結果記入欄 
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図 15 「ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種」レベル 6 の評価結果記入欄 
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図 16 「ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種」レベル 7 の評価結果記入欄 
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3.3  動物分野－認定動物看護師職種 

 動物分野においては、最下位であるレベル 3（動物専門学校 1 年修了後レベルを想

定）からレベル 6 までについて可視化を検討した。その過程で学修成果指標体系の変

更はなく、補足説明を加える程度の修正は行った。以下、各レベルの検討結果に相当

する「評価結果記入欄」の形を掲載する。  

 

 

図 17 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 3 の評価結果記入欄（1/2） 
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図 18 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 3 の評価結果記入欄（2/2） 
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図 19 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 4 の評価結果記入欄（1/2） 
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図 20 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 4 の評価結果記入欄（2/2） 
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図 21 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 5 の評価結果記入欄（1/3） 

  



24 

 

図 22 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 5 の評価結果記入欄（2/3） 
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図 23 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 5 の評価結果記入欄（3/3） 
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図 24 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 6 の評価結果記入欄（1/2） 
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図 25 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 6 の評価結果記入欄（2/2） 
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3.4  土木・建築分野－土木施工管理職種 

 土木・建築分野においては、最下位であるレベル 3 からレベル 6 までについて可視

化を検討した。その過程で学修成果指標体系の変更はなく、補足説明を加える程度の

修正は行った。以下、各レベルの検討結果に相当する「評価結果記入欄」の形を掲載

する。 

 

図 26 「土木・建築分野－土木施工管理職種」レベル 3 の評価結果記入欄 
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図 27 「土木・建築分野－土木施工管理職種」レベル 4 の評価結果記入欄 
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図 28 「土木・建築分野－土木施工管理職種」レベル 5 の評価結果記入欄 
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図 29 「土木・建築分野－土木施工管理職種」レベル 6 の評価結果記入欄 
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技能

区分
補足説明

測定項目
測定者

フリーコメント

知識と理解

評価

取得していればAとして、そうでないときはCとし

て、評価してください。

取得していればAとして、そうでないときはCとし

て、評価してください。

取得していればAとして、そうでないときはCとし

て、評価してください。

取得していればAとして、そうでないときはCとし

て、評価してください。

「１級土木施工管理技士」資格を取得している。
取得していればAとして、そうでないときはCとし

て、評価してください。

法令遵守、説明責任を理解、実行する能力、リ

スクを認識してコントロール（保有・低減・回避）

する能力について評価してください。

「文化的価値の尊重」は、関係所轄事務所等を

よく調査し地域に貢献する姿勢を表すとして評価

してください。

英語検定2級程度の語学力があることを目安に

評価してください。

現場の品質・安全・原価・工程・労務管理等の

管理能力を評価してください。

予算書を作成、管理出来るかどうかを中心に、

予算管理能力を評価してください。

ルール遵守・規則遵守・思いやりの心があるか、

共通の目標や目的に向かって周囲の人間と助け

合うことができるか、について評価してください。

トレードオフがある問題を分析・検討し、合理的

な提案を導く能力について評価してください。

法令･規則、マナーを遵守し、リスク管理能力が発揮で

きる。

業務の対象となる地域の法規･条令を遵守し、文化的

価値を尊重することが出来る。

現場の安全・工程・品質・原価を全て理解し、管理す

る能力がある。

予算書の作成・管理が出来る。

マナー、協調性があり顧客はもとより、あらゆる人に対し

て常に好感度が高い

トレードオフ問題に対し、分析し検討をすることが出来、

合理的な提案が出来る。

部下を指導する立場である。

「１級建設機械施工技士」資格を取得している。

「１級電気工事施工管理技士」資格を取得している。

計画力が十分にある。

ビジネスマナーがある。

語学力がある。

「コンクリート主任技士」資格を取得している。

「１級土木技術者」資格を取得している。

「１級鋪装施工管理技士」資格を取得している。

経験豊富で人格があり、部下に模範を示す能力があ

る。

専門分野のプロとして、しっかりと説明責任を果たすこと

が出来る。

「１級造園施工管理技士」資格を取得している。

「１級管工事施工管理技士」資格を取得している。

部下を教育し、指導する能力について評価してく

ださい。

専門事項に関しては常に研究を行い自己啓発を

怠らない姿勢と、自己の立場からの説明責任能

力について評価してください。

取得していればAとして、そうでないときはCとし

て、評価してください。

取得していればAとして、そうでないときはCとし

て、評価してください。

取得していればAとして、そうでないときはCとし

て、評価してください。

問題解決に向けたステップを明確にする力につい

て評価してください。

ルール遵守・規則遵守・思いやりの心について評

価してください。

創造力が十分にある。
新しいシステムやツールを作り出す力について評

価してください。

課題発見能力が十分にある。
現状を分析して課題を明らかにする力について評

価してください。
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4  学修成果測定試行（分野ごと） 

 

 本事業では、学修成果測定に向けた分野・職種ごと、レベルごとの学修成果測定シ

ートを活用して、学修成果をとらえる上で、作成した「学修成果測定シート」が有効

かどうか、ひいては、学修成果指標の妥当性を検証する目的で、学修成果測定試行を

行った。四つの分野の試行を行う上で共通した考え方は次のとおりである。 

(1) 学修成果測定シートの活用 

 前章で表したとおり、各分科会における議論をもとに、学修成果指標の可視化

ツールの一つとしての学修成果測定シートを利用することとした。  

(2) 測定対象の決定 

 学修成果測定シートはレベルごとに作成したので、レベルごとの指標の適切性

を確かめるのにふさわしい測定対象を決めた。そのとき、社会人だけではなく、学

修成果指標の活用を広げることも目的として、本年度事業では、学生も対象にする

こととした。 

(3) 測定者の決定 

 基本は他者評価、すなわち、社会人であれば上司が部下を、学校であれば教員

が学生を、それぞれ測定・評価することとした。ただし、被測定者の状況等によ

り、被測定者イコール測定者、すなわち、自己評価も認めることとした。  

 以下、実際に行った学修成果測定試行の状況について、分野ごとに説明する。  

 

4.1  美容分野－美容師職種 

 

●対象 

 美容分野においては、測定対象を次表のように決めて試行を行った。  

区分 測定対象者 レベル 備考 

社会人 実務経験 5 年以上 6 前年度に実施したアンケート

に回答をいただいた美容サロ

ン等を対象とした 

実務経験 2 年以上 5 年未満 5 

実務経験 2 年未満 4 

学生 高度専門課程 4 年生 5 ハリウッド美容専門学校美容

科高度専門課程および専門課

程生を対象とした 

高度専門課程 3 年生 4 

専門課程 2 年生 3 

 

●方法 

 ・社会人、学生とも、学修成果測定シートを印刷物として提供し、手書きの形で  

  回収した。 
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●送付文書 

 ・対社会人（美容サロン） 
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 ・対学校（ハリウッド美容専門学校）  
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●回収および分析結果 

・測定結果回収状況 

 専門学校 

  2 年生…17 名 

  3 年生…12 名 

  4 年生…5 名 

 美容サロン 

  実務経験 2 年未満…25 名 

  実務経験 2 年以上 5 年未満…23 名 

  実務経験 5 年以上…28 名 

・測定結果の集計結果 

 

 

  

スコア基準→ 3.4 3.2 3.0 2.8 2.6

A B C D E 合計 スコア

美容師免許の取得に必要となる各科目

における学修項目の知識を獲得し理解
8 7 1 1 0 17 3.26

美容師免許取得後に必要な実践的な各

知識の伝授と職業訓練を受けている。
4 5 5 3 0 17 3.12

知識やよく知っている手法活用して、

定型的任務／学習の予測できる問題を
5 6 4 1 1 17 3.15

国家試験の実技について基礎的な技能

を持っている。
8 6 3 0 0 17 3.26

各種の基礎的な実技授業におい、て安

定的な技能を発揮している。
5 7 4 1 0 17 3.19

カット理論に基づく実践的な基礎的技

能を持っている。
1 3 9 4 0 17 3.01

カラーやパーマなどの薬剤を使用した

基礎的なレベルにおける実践技能を
1 0 7 6 3 17 2.88

デザイン的思考を発揮した基礎的な実

践技能を持っている。
1 2 5 6 3 17 2.91

実体験を通じてその他の各種基礎的な

資格の取得に必要な技能を持ってい
0 5 8 4 0 17 3.01

望まれる学修成果を修得するため、教

員や保護者など進路の相談相手と信頼
3 7 4 2 1 17 3.11

職場で必要な対人関係構築能力を習得

するため、同級生、先輩、後輩と良好
2 5 4 5 0 16 3.05

分析技能
資料作成およびプレゼンテーションの

基礎的な能力がある。
2 5 6 3 1 17 3.05

最低限の指導監督で、かなり自主的に

仕事をする能力を持っている。
2 6 4 3 2 17 3.04

学習／仕事の枠内で、相手に助言を与

える能力を持っている。
0 7 6 2 2 17 3.01

学業に対する意欲および責任感があ

る。
7 2 5 1 2 17 3.13

知識および技術的経験を修得するため

の問題解決に取り組む姿勢がよい。
3 7 4 2 1 17 3.11

国家資格を取得し、美容師および美容

の仕事に携わる者としての自覚と自尊
5 6 5 1 0 17 3.18

社会的規範を理解し、社会生活および

学校生活を送るにあたり、コンプライ
1 9 5 0 2 17 3.08

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

美容師　・　レベル3　・　学校

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

対人技能

管理・指導技能
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スコア基準→ 4.4 4.2 4.0 3.8 3.6

A B C D E 合計 スコア

ヘア技能領域に関わる基礎的知識を

持っている。
10 2 0 0 0 12 4.37

ヘア関連領域の基礎的知識を持ってい

る。
11 1 0 0 0 12 4.38

美容関連領域の基礎的知識（美容サロ

ンで働く上で必要最低限な範囲）を
11 1 0 0 0 12 4.38

学習／仕事の内容が明確になっている

場合、最低限の監督を受けて、一般概
5 5 2 0 0 12 4.25

明確でありふれた問題や、日常的に見

られない性質の問題の解決ができる。
5 6 1 0 0 12 4.27

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なシャンプーの技能を持ってい
11 1 0 0 0 12 4.38

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なトリートメントの技能を持っ
11 1 0 0 0 12 4.38

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なヘッドスパの技能を持ってい
11 1 0 0 0 12 4.38

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なカラーの技能を持っている。
12 0 0 0 0 12 4.40

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なパーマの技能を持っている。
11 1 0 0 0 12 4.38

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なブロー&スタイリングの技能
11 1 0 0 0 12 4.38

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なカットの技能を持っている。
11 1 0 0 0 12 4.38

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なデザインの技能を持ってい
10 2 0 0 0 12 4.37

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なその他の技能を持っている。
9 3 0 0 0 12 4.35

最低限のマナーを踏まえた接客能およ

び会話の能力がある。
5 6 1 0 0 12 4.27

職場の同僚、先輩、後輩との良好な関

係を築く姿勢と会話の能力がある。
7 4 1 0 0 12 4.30

組織の一員として円滑に業務を遂行す

るために必要な洞察力と意思疎通の能
6 6 0 0 0 12 4.30

基本的な資料作成能力がある。 10 2 0 0 0 12 4.37

基本的なプレゼンテーション能力があ

る。
6 5 1 0 0 12 4.28

さまざまな状況で実施される明確で非

定型的な学習／任務について、幅広い
3 7 2 0 0 12 4.22

職場で各種チームの統率と管理を行

い、問題に対処する技能がある。
4 5 3 0 0 12 4.22

美容師及び美容の仕事に携わる者とし

ての自覚や自尊心、仕事に対する情熱
6 4 2 0 0 12 4.27

自己管理能力がある。 4 3 5 0 0 12 4.18

組織の一員としての円滑な業務の遂行

能力がある。
6 3 3 0 0 12 4.25

社会的規範を理解し、コンプライアン

ス意識を持った行動ができる。
7 4 1 0 0 12 4.30

個人情報やプライバシーに配慮でき

る。
8 4 0 0 0 12 4.33

守秘義務を順守できる。 8 4 0 0 0 12 4.33

美容師　・　レベル4　・　学校

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

対人技能

分析技能

管理・指導技能
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スコア基準→ 4.4 4.2 4.0 3.8 3.6

A B C D E 合計 スコア

ヘア技能領域に関わる基礎的知識を

持っている。
3 6 10 6 0 25 4.05

ヘア関連領域の基礎的知識を持ってい

る。
5 5 9 6 0 25 4.07

美容関連領域の基礎的知識（美容サロ

ンで働く上で必要最低限な範囲）を
5 7 9 4 0 25 4.10

学習／仕事の内容が明確になっている

場合、最低限の監督を受けて、一般概
4 7 11 3 0 25 4.10

明確でありふれた問題や、日常的に見

られない性質の問題の解決ができる。
5 2 15 3 0 25 4.07

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なシャンプーの技能を持ってい
13 6 5 1 0 25 4.25

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なトリートメントの技能を持っ
12 7 5 0 1 25 4.23

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なヘッドスパの技能を持ってい
12 7 5 0 1 25 4.23

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なカラーの技能を持っている。
2 8 9 4 2 25 4.03

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なパーマの技能を持っている。
0 6 8 8 3 25 3.94

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なブロー&スタイリングの技能
0 3 11 8 3 25 3.91

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なカットの技能を持っている。
2 2 2 15 4 25 3.86

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なデザインの技能を持ってい
1 6 3 12 3 25 3.92

美容サロンの現場で、問題解決に必要

最低限なその他の技能を持っている。
3 4 3 12 2 24 3.95

最低限のマナーを踏まえた接客能およ

び会話の能力がある。
8 8 8 1 0 25 4.18

職場の同僚、先輩、後輩との良好な関

係を築く姿勢と会話の能力がある。
7 8 7 3 0 25 4.15

組織の一員として円滑に業務を遂行す

るために必要な洞察力と意思疎通の能
6 3 12 4 0 25 4.09

基本的な資料作成能力がある。 0 5 8 9 3 25 3.92

基本的なプレゼンテーション能力があ

る。
0 6 7 10 2 25 3.94

さまざまな状況で実施される明確で非

定型的な学習／任務について、幅広い
2 8 8 7 0 25 4.04

職場で各種チームの統率と管理を行

い、問題に対処する技能がある。
2 7 7 7 2 25 4.00

美容師及び美容の仕事に携わる者とし

ての自覚や自尊心、仕事に対する情熱
5 5 11 4 0 25 4.09

自己管理能力がある。 4 3 12 6 0 25 4.04

組織の一員としての円滑な業務の遂行

能力がある。
4 4 14 3 0 25 4.07

社会的規範を理解し、コンプライアン

ス意識を持った行動ができる。
6 5 11 3 0 25 4.11

個人情報やプライバシーに配慮でき

る。
9 2 11 3 0 25 4.14

守秘義務を順守できる。 9 2 10 4 0 25 4.13

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

美容師　・　レベル4　・　サロン

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

対人技能

分析技能

管理・指導技能
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スコア基準→ 5.4 5.2 5.0 4.8 4.6

A B C D E 合計 スコア

ヘア技能領域に関わる基礎的知識を

持っている。
3 0 0 2 0 5 5.16

ヘア関連領域の基礎的知識を持ってい

る。
3 0 0 2 0 5 5.16

美容関連領域の実践的知識を持ってい

る。
2 1 1 1 0 5 5.16

美容師の仕事において、専門的・概念

的・理論的知識を詳細に認識し、解
2 1 2 0 0 5 5.20

あいまいで複雑な定型的・非定型的な

状況や、予測できない状況でも、限ら
1 1 2 1 0 5 5.08

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なシャンプーの技能を
3 0 0 2 0 5 5.16

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なトリートメントの技能
3 0 0 1 1 5 5.12

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なヘッドスパの技能を
3 0 0 1 1 5 5.12

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なカラーの技能を持って
2 1 0 0 2 5 5.04

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なパーマの技能を持って
2 1 0 0 2 5 5.04

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なブロー&スタイリング
3 0 0 0 2 5 5.08

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なカットの技能を持って
3 0 2 0 0 5 5.24

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なデザインの技能を持っ
3 0 0 2 0 5 5.16

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なその他の技能を持って
1 2 1 1 0 5 5.12

対人技能
顧客との円滑なコミュニケーションの

実践能力がある。
1 0 3 1 0 5 5.04

分析技能
美容サロンの顧客管理につながるPCや

スマートフォンの操作（SNSの活用
3 0 2 0 0 5 5.24

後輩に対する適切な指導能力がある。 1 1 3 0 0 5 5.12

業務分野が明確でない場合を含め、新

しい環境で、チーム・リーダーシップ
1 1 2 1 0 5 5.08

組織の他者に対する業績を評価でき

る。
2 0 2 1 0 5 5.12

美容の社会的位置づけの正しい認識に

裏付けられた美容師としての誇りを
0 3 2 0 0 5 5.12

組織の一員としての責任感が十分にあ

る。
2 1 2 0 0 5 5.20

美容師として、専門職業人に相応しい

倫理的慣行や持続可能な慣行に従う能
2 3 0 0 0 5 5.28

地域や世界で、持続可能な社会をつく

るために美容師の立場から貢献でき
1 4 0 0 0 5 5.24

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

美容師　・　レベル5　・　学校

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

管理・指導技能
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スコア基準→ 5.4 5.2 5.0 4.8 4.6

A B C D E 合計 スコア

ヘア技能領域に関わる基礎的知識を

持っている。
7 11 4 1 0 23 5.21

ヘア関連領域の基礎的知識を持ってい

る。
7 8 5 1 0 21 5.20

美容関連領域の実践的知識を持ってい

る。
7 10 5 0 0 22 5.22

美容師の仕事において、専門的・概念

的・理論的知識を詳細に認識し、解
5 6 11 1 0 23 5.13

あいまいで複雑な定型的・非定型的な

状況や、予測できない状況でも、限ら
4 7 9 1 2 23 5.09

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なシャンプーの技能を
18 5 0 0 0 23 5.36

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なトリートメントの技能
15 8 0 0 0 23 5.33

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なヘッドスパの技能を
16 6 1 0 0 23 5.33

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なカラーの技能を持って
10 9 4 0 0 23 5.25

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なパーマの技能を持って
4 10 7 2 0 23 5.14

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なブロー&スタイリング
3 10 9 1 0 23 5.13

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なカットの技能を持って
5 7 9 1 1 23 5.12

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なデザインの技能を持っ
5 2 14 2 0 23 5.09

美容サロンのあらゆる局面における問

題解決に必要なその他の技能を持って
3 7 8 5 0 23 5.07

対人技能
顧客との円滑なコミュニケーションの

実践能力がある。
7 9 7 0 0 23 5.20

分析技能
美容サロンの顧客管理につながるPCや

スマートフォンの操作（SNSの活用
4 7 5 4 3 23 5.04

後輩に対する適切な指導能力がある。 4 10 4 5 0 23 5.11

業務分野が明確でない場合を含め、新

しい環境で、チーム・リーダーシップ
3 9 3 4 4 23 5.03

組織の他者に対する業績を評価でき

る。
3 6 6 4 4 23 5.00

美容の社会的位置づけの正しい認識に

裏付けられた美容師としての誇りを
4 6 10 3 0 23 5.10

組織の一員としての責任感が十分にあ

る。
5 9 6 3 0 23 5.14

美容師として、専門職業人に相応しい

倫理的慣行や持続可能な慣行に従う能
4 11 7 1 0 23 5.16

地域や世界で、持続可能な社会をつく

るために美容師の立場から貢献でき
4 8 9 1 1 23 5.11

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

美容師　・　レベル5　・　サロン

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

管理・指導技能
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スコア基準→ 6.4 6.2 6.0 5.8 5.6

A B C D E 合計 スコア

インストラクション、トレーニング等

人材育成の各手法に関して知識と理解
7 11 12 1 0 31 6.15

美容各領域の技術的トレンドに関する

知識を持っている。
7 14 9 1 0 31 6.17

美容サロン現場の生産性向上に役立つ

知識を持っている。
8 12 10 1 0 31 6.17

美容師の仕事において、批評的・分析

的能力や評価能力を用いて、美容分野
7 11 11 2 0 31 6.15

美容分野において複雑な用途を管理、

解明し、創造的で画期的な解決策を用
4 12 12 3 0 31 6.11

サービスの創出につながるクリエイ

ティブな思考ができる。
4 13 9 5 0 31 6.10

広範な諸問題の解決に必要なレベルの

ロジカルシンキング能力がある。
4 14 10 3 0 31 6.12

革新的で創造性に富む高度な美容サー

ビスを創出できる。
4 10 11 4 1 30 6.08

インストラクション、トレーニング等

人材育成に関する実践的技能を持って
7 12 9 3 0 31 6.15

対人技能
中間管理職的なコミュニケーションや

円滑なミーティングの実施に必要なコ
10 7 12 2 0 31 6.16

分析技能
PCやスマートフォンを活用した効果的

で説得力のあるプレゼンテーション技
3 6 14 5 3 31 6.01

管理・指導技能
多様な組織的枠組みや制約の下で、自

主的に仕事を進め、各種業務管理で
5 14 8 4 0 31 6.13

自分や他者の業務について、相当レベ

ルの責任感がある。
10 10 11 0 0 31 6.19

美容師としての自覚と誇りを持って後

進の育成にあたる責任感がある。
10 12 8 1 0 31 6.20

自身のキャリアパスを明確化できる。 5 12 12 2 0 31 6.13

自身の活動を効率的にするタイムマネ

ジメントができる。
8 12 7 4 0 31 6.15

自身に発生するストレスを軽減・コン

トロールするためのストレスマネジメ
6 9 12 4 0 31 6.11

社会的・職業上の多様な環境や実務の

中で、倫理観を遵守し、倫理上の課題
5 16 8 2 0 31 6.15

地域や世界が抱える科学、技術、ビジ

ネス、社会、環境の課題について、深
5 10 11 4 1 31 6.09

倫理観とプロ意識

美容師　・　レベル6　・　サロン

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

自律性と責任感



45 

・チャート化の結果 

 

 

 

⚫ 学校における評価は高めであるのに対し、美容サロンにおける評価は学校に比べ

て基準に近い 

⚫ 美容サロンのレベル 5、レベル 6 は、レベル 4 に比べて評価は高めである、 
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4.2  ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種 

●対象 

 ゲーム・CG 分野においては、測定対象を次表のように決めて試行を行った。  

区分 測定対象者 レベル 備考 

社会人 実務経験 2 年以上 6、7 一人の測定対象者について、

レベル 6 と 7 の両方を測定し

ていただく 

学生 専門課程 4 年生 6 ECCコンピュータ専門学校の

ゲーム関係学科の 2 年生～4

年生を対象とした 

専門課程 3 年生 5 

専門課程 2 年生 4 

 

●方法 

 ・あらかじめ、学修成果測定シートを当機構ホームページからダウンロードできる  

  ようにアップロードし、その後、測定者が次の手順で操作するようにした。  

(1) 依頼文書に示された方法に従ってダウンロードする  

(2) ダウンロードしたファイルを被測定者の数分コピーする  

(3) 被測定者に関する測定記録をファイルごとに保存する  

(4) 保存された複数のファイルを事務局あて送信する  

 

●送付文書 

 ・対社会人（ゲーム会社） 



47 



48 



49 



50 



51 
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 ・対学校（ECC コンピュータ専門学校） 
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●回収および分析結果 

・測定結果回収状況 

 専門学校 

  2 年生…22 名、  3 年生…40 名、  4 年生…31 名 
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 ゲーム企業 

  実務経験に関わらず…レベル 6 測定者 9 名、レベル 7 測定者 8 名 

・測定結果の集計結果 

 

スコア基準→ 4.4 4.2 4.0 3.8 3.6

A B C D E 合計 スコア

「情報処理の基礎」を理解している。 1 16 5 0 0 22 4.16

「ゲーム制作概論」を理解している。 8 11 3 0 0 22 4.25

「プログラミング概論」を理解してい

る。
2 9 11 0 0 22 4.12

「２D・３Dの描画理論」を理解してい

る。
9 8 3 2 0 22 4.22

「ゲームエンジンの制作手法」を理解

している。
6 4 11 1 0 22 4.14

「色彩・質感の知識」を理解してい

る。
2 14 6 0 0 22 4.16

「チーム制作作業の進め方」を理解し

ている。
13 8 1 0 0 22 4.31

「ゲーム業界知識」を理解している。 3 12 6 1 0 22 4.15

技能者育成における指導経験がある。 0 4 9 8 1 22 3.95

基本的なビジネス文書作成能力があ

る。
1 6 6 9 0 22 3.99

基本的な企画発想力・構成力がある。 7 8 6 1 0 22 4.19

「C言語プログラミング」の基本的な

技能を持っている。
10 0 2 0 0 12 4.33

「C++とオブジェクト指向プログラミ

ング」の基本的な技能を持っている。
10 0 2 0 0 12 4.33

「２D・３Dゲームプログラミングと描

画理論」」の基本的な技能を持ってい
10 0 2 0 0 12 4.33

「シェーダープログラミング技術」の

基本的な技能を持っている。
10 0 2 0 0 12 4.33

「ゲーム数学」の基本的な技能を持っ

ている。
9 1 2 0 0 12 4.32

「レベルデザイン」」の基本的な技能

を持っている。
0 1 1 0 0 2 4.10

「ゲーム仕様書作成」の基本的な技能

を持っている。
1 0 1 0 0 2 4.20

「チュートリアル制作」の基本的な技

能を持っている。
1 0 1 0 0 2 4.20

「２D・３Dデザインツールの操作」」

の基本的な技能を持っている。
9 1 2 0 0 12 4.32

「基礎画力・観察力・構成力・描写

力」の基本的な技能を持っている。
8 2 2 0 0 12 4.30

「UI/UXデザイン」の基本的な技能を

持っている。
9 1 2 0 0 12 4.32

自分のアイデアをプレゼンする能力を

持っている。
8 6 8 0 0 22 4.20

自分の作品をプレゼンする能力を持っ

ている。
5 10 7 0 0 22 4.18

分析技能
教えられた知識を正しく分析できる能

力を持っている。
8 11 3 0 0 22 4.25

チーム制作での役割を理解し、実践で

きる。
15 6 1 0 0 22 4.33

３分野（プログラム・企画・CG）での

制作進行に必要な行動ができる。
12 6 4 0 0 22 4.27

指示された範囲の業務に対する責任を

自覚できる。
15 5 2 0 0 22 4.32

業務の遅れに関する報告責任を自覚で

きる。
14 6 2 0 0 22 4.31

指示された技術の習得の意味を正しい

理解する心がけを持っている。
16 4 2 0 0 22 4.33

ゲームクリエイター・レベル4・学校

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

対人技能

管理・指導技能
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スコア基準→ 5.4 5.2 5.0 4.8 4.6

A B C D E 合計 スコア

プログラムに必要な数学・物理の知識

を持っている。
4 10 10 6 10 40 4.96

ゲーム個人制作に関する知識を持って

いる。
10 9 12 5 4 40 5.08

モバイルゲームアプリ制作に関する知

識を持っている。
4 3 13 10 10 40 4.91

企画書個人制作に関する知識を持って

いる。
3 4 12 13 8 40 4.91

CG個人制作（ポートフォリオ制作）に

関する知識を持っている。
8 5 15 3 9 40 5.00

制作スケジュールを立案できる。 12 5 15 5 3 40 5.09

自己作品のアピールのためのプレゼン

テーション能力を持っている。
9 7 12 8 4 40 5.05

企画の提案力・修正力がある。 6 10 14 6 4 40 5.04

ゲーム物理（リアル表現）に関する技

能を持っている。
3 10 2 5 0 20 5.11

描画エンジン制作に関する技能を持っ

ている。
7 9 3 1 0 20 5.22

ゲームAI技術とアルゴリズムに関する

技能を持っている。
1 3 11 5 0 20 5.00

サウンドエフェクト、３Dサウンドに

関する技能を持っている。
0 1 10 6 3 20 4.89

モバイルゲーム開発技術を持ってい

る。
3 3 3 7 4 20 4.94

オンラインゲーム制作技術を持ってい

る。
3 5 4 4 4 20 4.99

質感表現能力（シェーダー・テクス

チャ・ライティング）を持っている。
7 1 12 0 0 20 5.15

３Dスカルプトモデリング技術を持っ

ている。
8 1 11 0 0 20 5.17

企画会議をシミュレーションできる。 3 1 12 2 2 20 5.01

ゲームエンジンプログラミング（企

画）の能力がある。
5 2 11 2 0 20 5.10

ドキュメントレイアウトの技能があ

る。
2 3 14 1 0 20 5.06

論理的伝達技法を身につけている。 9 11 16 4 0 40 5.13

作品プレゼンからの改善ができる。 11 10 14 3 2 40 5.13

ディスカッション技法を身につけてい

る。
8 9 14 5 4 40 5.06

チームメンバーの意見・考えを尊重で

きる。
9 12 15 4 0 40 5.13

分析技能
使用している技術を正しく理解し説明

ができる能力を持っている。
9 13 17 0 1 40 5.15

チーム制作メンバーの役割を理解した

行動ができる。
8 10 17 5 0 40 5.11

チーム制作でのコミュニケーション、

問題解決技能を持っている。
8 7 18 6 1 40 5.08

コミュニケーションツールを活用でき

る。
12 9 17 2 0 40 5.16

指定された技術を使用し、業務を遂行

することに対する責任感を持ってい

る。

9 10 16 2 3 40 5.10

業務の遅れに関する報告責任を自覚で

きる。
9 8 16 5 2 40 5.09

業務に必要な技術の習得に対する意識

を持っている。
10 10 15 3 2 40 5.12

ゲームクリエイター・レベル5・学校

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

対人技能

管理・指導技能
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スコア基準→ 6.4 6.2 6.0 5.8 5.6

A B C D E 合計 スコア

ゲームチーム制作マネジメントとディ

レクションに関する知識・理解があ
11 9 8 2 1 31 6.17

プロジェクトリーダーとしての役割に

関する知識と理解がある。
10 11 7 2 1 31 6.17

ゲームマーケティングに関する知識と

理解がある。
2 8 16 4 1 31 6.04

ゲームをめぐる法的知見に関する知識

と理解がある。
0 14 13 3 1 31 6.06

開発におけるコストの計算技能を持っ

ている。
0 5 8 9 9 31 5.86

最先端技術のプログラミング技能を

持っている。
1 7 2 1 0 11 6.15

実機を使用したアプリ制作ができる。 4 6 1 0 0 11 6.25

ノードベースプログラミング（企画）

の技能を持っている。
2 3 0 3 2 10 6.00

ゲームプランナーゼミの技能を持って

いる。
4 4 1 1 0 10 6.22

デモリール作成の技能を持っている。 0 7 3 0 0 10 6.14

ポートフォリオ完成の技能を持ってい

る。
0 7 3 0 0 10 6.14

ゲームエンジンCG表現の技能を持って

いる。
1 1 7 1 0 10 6.04

対人技能
職種・学年・他団体を超えた協働と連

携ができる。
12 7 9 2 1 31 6.17

分析技能
プロジェクトが正確に進められるかど

うか分析する能力を持っている。
8 10 10 2 1 31 6.14

進捗管理、リソースと仕様のバランス

管理の能力を持っている。
6 13 9 2 1 31 6.14

制作進行管理能力を持っている。 7 12 9 2 1 31 6.14

一般的な法的理解に基づく管理ができ

る。
0 16 11 3 1 31 6.07

業務に必要な技術の選別に関する正当

性の説明責任を認識している。
6 11 11 2 1 31 6.12

開発を最後まで導く責任感を持ってい

る。
17 10 3 1 0 31 6.28

プロとして、業務に必要な技術の正し

い選択に関する意識を持っている。
7 13 10 1 0 31 6.17

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

ゲームクリエイター・レベル6・学校

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

管理・指導技能
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スコア基準→ 6.4 6.2 6.0 5.8 5.6

A B C D E 合計 スコア

ゲームチーム制作マネジメントとディ

レクションに関する知識・理解があ
1 0 2 2 4 9 5.82

プロジェクトリーダーとしての役割に

関する知識と理解がある。
1 1 1 1 5 9 5.82

ゲームマーケティングに関する知識と

理解がある。
0 0 3 0 6 9 5.73

ゲームをめぐる法的知見に関する知識

と理解がある。
0 1 2 2 4 9 5.80

開発におけるコストの計算技能を持っ

ている。
1 1 1 4 2 9 5.89

最先端技術のプログラミング技能を

持っている。
0 1 1 2 1 5 5.88

実機を使用したアプリ制作ができる。 0 2 2 0 1 5 6.00

ノードベースプログラミング（企画）

の技能を持っている。
0 1 1 1 2 5 5.84

ゲームプランナーゼミの技能を持って

いる。
1 0 0 1 1 3 5.93

デモリール作成の技能を持っている。 0 0 2 2 0 4 5.90

ポートフォリオ完成の技能を持ってい

る。
1 0 1 2 0 4 6.00

ゲームエンジンCG表現の技能を持って

いる。
0 0 4 1 1 6 5.90

対人技能
職種・学年・他団体を超えた協働と連

携ができる。
1 2 5 1 0 9 6.07

分析技能
プロジェクトが正確に進められるかど

うか分析する能力を持っている。
1 2 3 2 1 9 6.00

進捗管理、リソースと仕様のバランス

管理の能力を持っている。
1 2 4 1 1 9 6.02

制作進行管理能力を持っている。 1 1 4 1 2 9 5.96

一般的な法的理解に基づく管理ができ

る。
1 1 1 4 2 9 5.89

業務に必要な技術の選別に関する正当

性の説明責任を認識している。
2 1 3 2 1 9 6.02

開発を最後まで導く責任感を持ってい

る。
2 3 3 0 1 9 6.11

プロとして、業務に必要な技術の正し

い選択に関する意識を持っている。
2 1 4 1 1 9 6.04

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

ゲームクリエイター・レベル6・企業

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

管理・指導技能
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スコア基準→ 7.4 7.2 7.0 6.8 6.6

A B C D E 合計 スコア

先端技術と五感制御を理解している。
0 1 2 3 2 8 6.85

ゲームデザインの研究と論文発表に関

する知識・理解がある。
0 0 2 4 2 8 6.80

ゲーム制作における体系的学術研究を

進めることができる。
0 1 2 2 3 8 6.83

チーム、個人のゲーム制作における学

術的指導経験がある。
0 1 2 1 4 8 6.80

ゲームデザインの学術的体系化を理解

できる。
1 0 2 2 3 8 6.85

ワールドワイドにおける法的知見を

持っている。
0 0 2 1 5 8 6.73

先端技術に精通し開発もする技能を

持っている。
0 0 3 3 2 8 6.83

技術を、体系化し、まとめる技能を

持っている。
0 1 3 2 2 8 6.88

高度な専門知識に基づく技能を持って

いる。
1 1 4 1 1 8 7.00

業務に必要な技術を正しく選択する技

能を持っている。
1 1 5 0 1 8 7.03

業務内容の迅速かつ的確な説明能力を

持っている。
0 3 2 2 1 8 6.98

チーム内の問題解決能力を持ってい

る。
0 3 0 4 1 8 6.93

技術を解析できる知識を適用する能力

がある。
1 2 4 0 1 8 7.05

先端技術を独自に研究、開発する能力

がある。
0 2 3 1 2 8 6.93

部下を指導する能力を持っている。 0 3 0 1 4 8 6.85

業務をスケジュール内に進める技能を

持っている。
1 2 3 1 1 8 7.03

部下の育成技能を持っている。 0 3 1 0 4 8 6.88

技術へのセキュリティー管理と法的理

解に関する技能を持っている。
0 1 2 2 3 8 6.83

先端の専門知識を学習する責任を感じ

ている。
1 1 4 0 2 8 6.98

使用する技術にかかる、時間を正しく

把握する責任を感じている。
0 3 1 3 1 8 6.95

先端技術の管理意識を持っている。 0 2 1 3 2 8 6.88

技術への正しい評価意識を持ってい

る。
0 3 0 4 1 8 6.93

ゲームクリエイター・レベル7・企業

倫理観とプロ意識

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

対人技能

分析技能

管理・指導技能

自律性と責任感
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・チャート化の結果 

 

 

 

⚫ 学校における評価は高めであるのに対し、企業における評価は学校に比べて厳し

い 

⚫ 全般に「汎用的な技能」に対する評価が低い  

⚫ 企業では「知識と理解」「汎用的な技能」「専門実践技能」など基本的な項目区分

において基準を下回っている 
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4.3  動物分野－認定動物看護師職種 

●対象 

 動物分野においては、測定対象を次表のように決めて試行を行った。  

区分 測定対象者 レベル 備考 

社会人 実務経験 5 年以上 6 主として、前年度に実施した

アンケートに回答があった認

定動物看護師を対象とした 

実務経験 2 年以上 5 年未満 5 

実務経験 2 年未満 4 

学生 動物専門学校 2 年生 3 認定動物看護師を目指す学科

の学生を対象とした。 

国際動物専門学校、大宮動物

専門学校、宮崎ペットワール

ド専門学校の 3 校 

 

●方法 

 ・認定動物看護師として実務に就いている者のほとんどが小動物病院勤務であり、  

  上司による測定の手間をかけづらい状況にあることから、動物分野に限って、  

  測定者と被測定者が同一、すなわち、自己評価とした。また、評価方法の統一化  

  を図るため、学生についても同様とした。 

 ・社会人 

  対象者に対して、学修成果測定シートを含む Excel ファイルと、操作マニュアル 

  の PDF ファイルを添付して、メールにて測定の実施、結果の送信を依頼した。  

 ・学生 

  協力をいただいた専門学校において、教員の指導の下で学修成果測定シートを  

  配布または配信し、手書きまたはファイルの編集による測定結果を、印刷物の形  

  またはメールによって回収した。  

 

●送付文書 

 ・対社会人依頼文書（前年度アンケート回答者、メール本文の原稿） 

                         令和 2 年 1 月 15 日 

認定動物看護師 各位 

 

★本メールは、昨年度事業において  

 一般社団法人専門職高等教育質保証機構（以下、「QAPHE」）が 

 実施した調査にご回答をいただいた方に対して、BCC にて送信しております。 

 

いつもお世話になっております。QAPHE 事務局の江島と申します。 

 

昨年度は QAPHE が文部科学省から受託して事業で行った調査に対して、  



64 

ご多忙中にもかかわらずご協力をいただき、ありがとうございました。  

 

お礼を申し上げるのが大変遅くなりましたが、あらためて感謝申し上げます。  

 

なお、昨年度事業の調査結果につきましては、本事業の事業成果報告書  

https://qaphe.com/wp-content/uploads/competency2018result.pdf 

の 60～79 ページに掲載しております。必要に応じてご参照ください。  

 

さて、QAPHE では、昨年度事業の成果をベースに、より具体的な形での、  

「学修成果測定試行」を実施することになりました。  

 

具体的には、本メールに添付した PDF ファイル 

 ・学修成果測定操作マニュアル（動物分野用）  

をもとに、本メールに添付した学修成果測定用のワークシート（Excel ファイル） 

 ・R01worksheet-3.xlsx 

を完成していただき、ご返信を賜りたく存じます。  

 

学修成果測定ワークシート（R01worksheet-3.xlsx）のファイルは、 

 ・基本情報 

 ・L3-2019（動物）…レベル 3 の評価用 

 ・L4-2019（動物）…レベル 4 の評価用 

 ・L5-2019（動物）…レベル 5 の評価用 

 ・L6-2019（動物）…レベル 6 の評価用 

 ・アンケート 

の各シートから構成されています。  

 

まずは「基本情報」シートに必要情報を入力してください。  

次に、どのシートを使って学修成果測定を行うかは、次の基準に  

したがってください。 

 ・動物看護師としての実務経験 2 年未満    …レベル 4 

 ・動物看護師としての実務経験 2 年以上 5 年未満…レベル 5 

 ・動物看護師としての実務経験 5 年以上    …レベル 6 

 

上記に該当するシートのみ評価していただくので構いません。  

 

ご多忙のところ、誠に恐れ入りますが、「学修成果測定操作マニュアル」に  

したがってご操作いただき、 

  2020 年 1 月 29 日（水）まで 

にご返信を賜りますようお願い申し上げます。 

 

何卒、ご協力のほどよろしくお願いいたします。  

 

なお、このメールは、昨年度の調査への回答を当機構に返信くださった方の  

メールアドレスにお送りしております。  

昨年度、複数の回答を取りまとめてお送りくださった方は、  

大変恐縮ですが、動物看護師の方にこのメールを転送いただき、  
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学修成果測定ワークシートへの回答をご依頼賜りますよう、お願い申し上げます。 

ワークシートに回答いただく方は、昨年度とは別の方でもかまいません。  

また、回答後のワークシートは、取りまとめることなく、  

回答くださった方が当機構へ直接お送りくださってもかまいません。  

 

お手数をおかけして申し訳ありませんが、何卒よろしくお願い申し上げます。  

 

（参考情報） 

 

●上記文面中の「事業」の正式名称は次のとおりです。  

 令和元年度文部科学省委託事業 

 職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進」   

 「学修成果の測定に向けた職業分野別コンピテンシー体系の研究」事業  

 ※この事業は平成 30 年度から 2 年計画で、QAPHE が受託しています。 

 

●上記事業の動物分科会委員 

 下薗 恵子（国際動物専門学校校長） 

 坂元 祥彦（宮崎ペットワールド専門学校校長）  

 横田 淳子（日本動物看護職協会会長）  

 山下眞理子（全国動物教育協会動物看護教育担当）  

 

●昨年度事業における調査では、平成 30 年度の事業成果として、 

 次の情報を提供させていただきました。必要に応じてご参照ください。  

 

 ア 認定動物看護師の「学修成果指標」 

   https://qaphe.com/wp-content/uploads/competency2018attachment-c-

3.pdf 

 

 イ 資格枠組みのレベルの定義（レベルディスクリプター）  

   https://qaphe.com/wp-content/uploads/competency2018attachment-a.pdf 

  ※アのもととなった、分野や職種に関係ない、レベルの定義です。  

 

 ウ 資格枠組みのレベルの定義（概要）  

   https://qaphe.com/wp-content/uploads/competency2018attachment-b.pdf 

  ※イの概要です。 
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 ・学校ご協力依頼文書 
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 ・学修成果測定試行・操作マニュアル（社会人、学生共通）5 

 
5 動物分野における学修成果測定は自己評価としたことにより、被測定者の意見を聞く機会と考

え、アンケートを合わせて実施した。 
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●回収および分析結果 

・測定結果回収状況 

 専門学校 

  2 年生…176 名 
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 認定動物看護師 

  実務経験 2 年以上 5 年未満 1 名、同 5 年以上 10 名 

・測定結果の集計結果 

 

スコア基準→ 3.4 3.2 3.0 2.8 2.6

A B C D E 合計 スコア

■動物医療関連法規：

　人と動物の調和に関わるのに必要な法規
64 54 33 5 1 157 3.22

■動物形態機能：

　動物の体の構造と機能
107 39 23 6 0 175 3.28

■公衆衛生：

　人と動物の健康の調和に関わること
68 52 33 5 1 159 3.23

■動物病理：

　疾病の成り立ちと回復の促進への寄与
77 60 28 8 0 173 3.24

■動物臨床検査：

　動物病院業務に必要な知識
77 62 29 4 1 173 3.24

■動物臨床栄養：

　動物病院業務に必要な知識
83 52 29 9 1 174 3.24

■伴侶動物：

　様々な動物の特性と人との関わり
53 52 34 3 2 144 3.21

■動物看護学概論：

　人と動物の調和に関わること
74 56 35 3 2 170 3.23

■動物感染症：

　病の成り立ちと回復の促進への寄与
76 54 33 6 1 170 3.23

■動物薬理：

　疾病の成り立ちと回復の促進への寄与
78 50 30 10 3 171 3.22

■動物飼育（動物内科看護）：

　動物の臨床看護に必要な動物内科学の知識
81 54 26 4 2 167 3.25

■動物外科学：

　動物の臨床看護に必要な動物外科学の知識
58 60 28 4 2 152 3.22

■動物福祉：

　人と動物の調和に関わること
69 55 34 5 1 164 3.23

■高等学校学習指導要綱に基づく学力・能力が十分に備

わっており、且つ専門分野の知識吸収に対し旺盛な意欲が

ある

54 74 36 3 1 168 3.21

■ITという言葉を認知している 50 51 50 11 3 165 3.16

■動物形態機能学実習

　修得した動物形態機能学の知識の実践力
48 66 36 6 1 157 3.20

■顕微鏡操作：健常の代表的組織、血液像、検便、尿中成

分、皮膚スタンプなど採材を観察できる正しい操作方法
66 64 32 4 1 167 3.23

■動物臨床検査実習：

　修得した動物臨床検査学の知識の初歩的実践力
64 73 31 3 1 172 3.23

 ■動物内科看護実習：

　修得した動物内科学の知識の初歩的実践力
50 68 36 1 2 157 3.21

■動物外科看護実習：

　修得した動物外科学の知識の初歩的実践力
46 72 39 4 1 162 3.20

■グリーフケア：動物との死別を知らされた時期を含めて

死に直面する飼い主への対応、動物を亡くした飼い主への

対応、亡くなった動物の対応とその後のケアなどの初歩的

技能

46 60 48 8 3 165 3.17

■社会人コミュニケーション：

　社会人としての一般教養と礼儀作法
60 64 44 1 1 170 3.21

■接遇とホスピタリティー：　来院する全ての人と動物に

とって快適な環境作り、応対ができ飼い主と動物病院が動

物の終生飼育を共に実践できるような関係つくりの初歩的

技能

56 65 42 5 1 169 3.20

■ＱＯＬの理解：　動物と飼い主を対象とした生活の質の

向上であることの理解とその初歩的実践
60 75 31 5 0 171 3.22

■観察：　動物看護学の知識に基づいて動物や飼育する環

境の初歩的観察力
56 72 40 2 0 170 3.21

■記録：　個人のための記録のみならず、チーム獣医療と

して協働者の理解と飼い主への伝達に必要な記録の基本的

方法

49 65 52 4 0 170 3.19

管理・指導技能
■プレゼンテーション：　個人やグループ内での検討や調

べたことを衆人に向けて発表することの初歩的技能
41 56 55 14 1 167 3.15

■動物看護総合実習：実際の動物病院の体験見学等、修得

した知識の総合化実習を通じた動物看護職としての初歩的

な自律性と責任感。

61 71 30 8 0 170 3.22

■ボランティア活動：良い社会づくりのために社会的認識

を深め地域の人々と関わりを持つよう努めることに対する

責任感

43 63 45 16 0 167 3.16

■社会人としての責任の認識 55 74 36 5 0 170 3.21

■成人としての義務の認識 55 75 34 6 0 170 3.21

■情報収集方法に関する基本的認識 48 73 41 7 0 169 3.19

■他者との交話方法に関する基本的認識 53 72 41 4 0 170 3.20

■動物看護倫理：一般社団法人日本動物看護職協会「動物

看護者の倫理綱領」を理解する
50 69 44 4 1 168 3.19

■守秘義務：臨床の場で見学・研修、実習など関わった全

てを守秘することの理解、不特定多数への情報発信の是非

についての共通倫理

65 65 31 5 1 167 3.23

■アニマルウエルフェア：動物愛護と福祉の違い、欧米諸

国と日本のアニマルウエルフェアの歴史と意識の違いなど

に関する基本的認識

53 70 40 5 1 169 3.20

　認定動物看護師　・　レベル3　・　学校

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

対人技能

分析技能
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スコア基準→ 5.4 5.2 5.0 4.8 4.6

A B C D E 合計 スコア

■疾患種類、対象動物の性質 0 0 1 0 0 1 5.00

■飼い主の権利 0 1 0 0 0 1 5.20

■獣医師の診断結果と看護における問

題点に対する理解
0 0 1 0 0 1 5.00

■院外連携 0 0 1 0 0 1 5.00

■臨床における疑問・不確実な知識・

技術
0 1 0 0 0 1 5.20

■成果のまとめ方 0 0 0 1 0 1 4.80

■研究の基礎知識 0 0 1 0 0 1 5.00

■文献活動、研究発表 0 0 0 1 0 1 4.80

■職能団体の意義・役割 0 0 0 1 0 1 4.80

■社会との連携・職能団体での活動へ

の参加
0 0 0 1 0 1 4.80

■社会人としての基礎力 0 0 1 0 0 1 5.00

■種々の報告書作成 0 0 1 0 0 1 5.00

■基準・手順に沿った安全な動物看護 0 1 0 0 0 1 5.20

■安全管理・感染予防・防災対策 0 1 0 0 0 1 5.20

■インフォームドコンセント 0 1 0 0 0 1 5.20

■自分の考えを他者に伝える 0 1 0 0 0 1 5.20

■対象者や他人の意見・考えの尊重 0 0 1 0 0 1 5.00

■異業種の方とのコミュニケーション 0 1 0 0 0 1 5.20

■報告・連絡・相談 0 1 0 0 0 1 5.20

分析技能
■日々の臨床事例の振り返り、課題の

明確化
0 0 1 0 0 1 5.00

■組織の理念・方針の理解 0 0 1 0 0 1 5.00

■組織メンバーの役割を理解した行動 0 1 0 0 0 1 5.20

■臨床実習の指導とその意義 0 0 0 1 0 1 4.80

■後輩の援助や支援 0 0 0 1 0 1 4.80

■社会人また獣医療人としての自覚 0 0 1 0 0 1 5.00

■組織の一員としての責任感 0 1 0 0 0 1 5.20

■ジョブアンカー　　　　キャリア理

論の概念。個人がキャリアを選択する

際に、自分にとって最も大切で、これ

だけはどうしても犠牲にできないとい

う価値観や欲求、動機、能力などを指

す。

0 0 1 0 0 1 5.00

■倫理綱領への配慮 0 0 1 0 0 1 5.00

■個人の尊厳やプライバシーへの配慮 0 1 0 0 0 1 5.20

■動物福祉への配慮 0 1 0 0 0 1 5.20

認定動物看護師・レベル5・動物病院

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

対人技能

管理・指導技能



74 

 

  

スコア基準→ 6.4 6.2 6.0 5.8 5.6

A B C D E 合計 スコア

■対象動物のQOL 2 8 0 0 0 10 6.24

■重篤化回避の方法 3 4 3 0 0 10 6.20

■回復支援のリハ看護方法 2 6 0 2 0 10 6.16

■臨床現場における研究的視点 3 4 3 0 0 10 6.20

■研究のプロセス 0 6 2 2 0 10 6.08

■学会発表で用いる研究方法 0 3 5 1 1 10 6.00

■職能団体の社会的意義 3 3 1 2 1 10 6.10

■院内での学習課題理解 3 6 1 0 0 10 6.24

■種々の報告書作成 3 4 2 1 0 10 6.18

■QOL向上を目指した動物看護 3 6 1 0 0 10 6.24

■安全な動物看護 2 7 1 0 0 10 6.22

■動物看護の実践介入・評価 1 6 2 1 0 10 6.14

■急変時対応 2 6 2 0 0 10 6.20

■退院支援・退院後支援に関する飼主

への指導・助言
2 5 2 0 0 9 6.20

■院内における人間関係の認識 4 2 3 0 0 9 6.22

■多職種との協業・連携 1 5 2 1 0 9 6.13

分析技能 ■アセスメントや看護計画立案 2 2 2 3 0 9 6.07

■後輩や実習生に対する支援 3 3 4 0 0 10 6.18

■院内学習計画の立案 2 3 2 3 0 10 6.08

■院内資源（人・物・予算・情報）の

有効活用を目指した調整
4 2 3 1 0 10 6.18

■動物看護師間のリーダーシップ 2 7 1 0 0 10 6.22

■倫理綱領への配慮 2 7 1 0 0 10 6.22

■倫理的完成を高める中で、対象者へ

の共感的理解と対応
2 6 2 0 0 10 6.20

認定動物看護師・レベル6・動物病院

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

対人技能

管理・指導技能
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・チャート化の結果 

 

 

⚫ 学校における評価は非常に高い。  

自己評価であることに加え、認定動物看護師カリキュラムマップが標準化されて

いることもあるかと思われる。 

⚫ 前年度における調査同様、自己評価だとどうしても高くなる傾向がみられる。 
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4.4  土木・建築分野－土木施工管理職種 

●対象 

 土木・建築分野においては、測定対象を次表のように決めて試行を行った。  

区分 測定対象者 レベル 備考 

社会人 実務経験 5 年以上 6 前年度に実施したアンケート

に回答をいただいた土木施工

管理会社を対象とした 

実務経験 2 年以上 5 年未満 5 

実務経験 2 年未満 4 

学生 高度専門課程 4 年生 5 修成建設専門学校土木工学科お

よび中央工学校土木建設科に在

籍する専門課程生を対象とした  

高度専門課程 3 年生 4 

専門課程 2 年生 3 

 

●方法 

 ・あらかじめ、学修成果測定シートを当機構ホームページからダウンロードできる  

  ようにアップロードし、その後、測定者が次の手順で操作するようにした。  

(1) 依頼文書に示された方法に従ってダウンロードする  

(2) ダウンロードしたファイルを被測定者の数分コピーする  

(3) 被測定者に関する測定記録をファイルごとに保存する  

(4) 保存された複数のファイルを事務局あて送信する  

 

●送付文書 

 ・対社会人（土木施工管理会社） 
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 ・対学校（修成建設専門学校、中央工学校） 
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●回収および分析結果 

・測定結果回収状況 

 専門学校 

  2 年生…20 名 
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 土木関連企業 

  実務経験 2 年未満 10 名 

  実務経験 2 年以上 5 年未満 4 名 

  実務経験 5 年以上 23 名 

・測定結果の集計結果 

 

スコア基準→ 3.4 3.2 3.0 2.8 2.6

A B C D E 合計 スコア

土木技術に対する基礎的な知見を有し

ている。
16 4 0 0 0 20 3.36

専門分野の知識修得に対し旺盛な意欲

がある。
18 2 0 0 0 20 3.38

建設に興味がある。 18 2 0 0 0 20 3.38

基礎科学（数学・物理・化学）を得意

とする。
8 5 7 0 0 20 3.21

対人技能
団体活動、チーム活動の中において主

導的な役割経験がある。
9 4 6 1 0 20 3.21

分析技能 物事を論理的に考える能力がある。 10 8 2 0 0 20 3.28

表現力が豊かである。 6 4 9 1 0 20 3.15

解決すべき問題を先延ばししない。 15 3 2 0 0 20 3.33

社会人としての一般知識、基礎力・マ

ナーなど、身についている。
14 4 2 0 0 20 3.32

相手の話を良く聞き、理解し、正確に

伝えることができる。
14 4 2 0 0 20 3.32

素早く記録にとどめることができる。 15 2 3 0 0 20 3.32

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

土木施工管理　・　レベル3　・　学校

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

管理・指導技能
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スコア基準→ 4.4 4.2 4.0 3.8 3.6

A B C D E 合計 スコア

「技術士補」資格を取得している。 0 0 10 0 0 10 4.00

「測量士補」資格を取得している。 1 0 9 0 0 10 4.04

各種「作業主任者」資格を取得してい

る。
0 0 10 0 0 10 4.00

「２級土木施工管理技士」学科試験に

合格している。
5 0 5 0 0 10 4.20

「２級舗装施工管理技士」学科試験に

合格している。
0 0 10 0 0 10 4.00

「２級造園施工管理技士」学科試験に

合格している。
0 0 10 0 0 10 4.00

「２級管工事施工管理技士」学科試験

に合格している。
0 0 10 0 0 10 4.00

「２級電気工事施工管理技士」学科試

験に合格している。
0 0 10 0 0 10 4.00

基礎科学（数学・物理・化学）を活用

している。
0 1 9 0 0 10 4.02

職業理解能力、役割把握・認識能力、

計画実行能力が発揮できる。
0 2 8 0 0 10 4.04

各種図面が作成できる。 0 2 5 2 1 10 3.96

数量計算書が作成できる。 0 2 6 1 1 10 3.98

労働安全衛生法及び同規則が全て理解

できている。
0 2 7 1 0 10 4.02

対人技能 報告・連絡・相談が的確に行える。 4 4 2 0 0 10 4.24

分析技能
情報の収集能力があり、的確な観察

力・洞察力がある。
0 4 6 0 0 10 4.08

管理・指導技能
上司等よりの指示、指導を受け、広い

視点のもと考え方の幅や創造力を養
0 7 3 0 0 10 4.14

指導を受け、責任感と自主性をもっ

て、仕事及び専門知識の習得に専念し
3 5 2 0 0 10 4.22

常に専門技術の力量並びに技術と社会

が接する領域の知識を高めている。
0 3 7 0 0 10 4.06

倫理的な行動が出来る。 1 5 4 0 0 10 4.14倫理観とプロ意識

土木施工管理　・　レベル4　・　企業

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

自律性と責任感
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スコア基準→ 5.4 5.2 5.0 4.8 4.6

A B C D E 合計 スコア

「測量士」資格を取得している。 0 0 3 0 0 3 5.00

「コンクリート技士」資格を取得して

いる。
0 0 3 0 0 3 5.00

「２級土木技術者」資格を取得してい

る。
0 0 3 0 0 3 5.00

「２級土木施工管理技士」資格を取得

している。
2 0 2 0 0 4 5.20

「２級鋪装施工管理技士」資格を取得

している。
0 0 3 0 0 3 5.00

「２級造園施工管理技士」資格を取得

している。
0 0 3 0 0 3 5.00

「２級管工事施工管理技士」資格を取

得している。
0 0 3 0 0 3 5.00

「２級建設機械施工技士」資格を取得

している。
0 0 3 0 0 3 5.00

「２級電気工事施工管理技士」資格を

取得している。
0 0 3 0 0 3 5.00

専門知識、一般常識、社会人としての

基礎力（話す・聞く・書く）がある。
0 1 2 1 0 4 5.00

スキルアップに関わる各種資格取得に

向け、前向きに取り組んでいる。
0 2 1 1 0 4 5.05

建設従事者への安全教育が出来る。 0 0 3 1 0 4 4.95

施工計画書の立案・指示・作成が出来

る。
0 0 3 1 0 4 4.95

建設業法が理解できている。 0 0 2 2 0 4 4.90

伝える能力・受け取る能力（コミュニ

ケーション能力）がある。
0 3 0 1 0 4 5.10

周囲から信頼される人柄である。 1 2 0 0 1 4 5.10

分析技能
出来形管理・工程管理・安全管理をは

じめ、一通りの現場管理に関して理解
0 1 2 0 1 4 4.95

部下に指示する立場である。 0 0 3 0 1 4 4.90

チーム内の意見をまとめ、的確な判

断・指示を下す能力がある。
0 0 3 0 1 4 4.90

自己の専門的能力の向上を図り、学

理・工法の研究に励み、技術の発展に
0 0 3 0 1 4 4.90

業務上知り得た秘密を、正当な理由無

く他に漏らしたり、転用したりしな
1 2 1 0 0 4 5.20

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

土木施工管理　・　レベル5　・　企業

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

対人技能

管理・指導技能
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スコア基準→ 6.4 6.2 6.0 5.8 5.6

A B C D E 合計 スコア

「コンクリート主任技士」資格を取得

している。
0 0 23 0 0 23 6.00

「１級土木技術者」資格を取得してい

る。
2 0 21 0 0 23 6.03

「１級土木施工管理技士」資格を取得

している。
20 0 3 0 0 23 6.35

「１級鋪装施工管理技士」資格を取得

している。
4 0 19 0 0 23 6.07

 「１級造園施工管理技士」資格を取得

している。
0 0 23 0 0 23 6.00

「１級管工事施工管理技士」資格を取

得している。
0 0 23 0 0 23 6.00

「１級建設機械施工技士」資格を取得

している。
0 0 23 0 0 23 6.00

「１級電気工事施工管理技士」資格を

取得している。
0 0 23 0 0 23 6.00

計画力が十分にある。 8 10 5 0 0 23 6.23

創造力が十分にある。 6 10 7 0 0 23 6.19

課題発見能力が十分にある。 5 11 7 0 0 23 6.18

ビジネスマナーがある。 8 9 5 1 0 23 6.21

語学力がある。 0 2 12 8 1 23 5.93

現場の安全・工程・品質・原価を全て

理解し、管理する能力がある。
10 8 5 0 0 23 6.24

予算書の作成・管理が出来る。 10 5 7 1 0 23 6.21

対人技能
マナー、協調性があり顧客はもとよ

り、あらゆる人に対して常に好感度が
10 7 4 2 0 23 6.22

分析技能
トレードオフ問題に対し、分析し検討

をすることが出来、合理的な提案が出
4 8 8 3 0 23 6.11

部下を指導する立場である。 7 4 9 3 0 23 6.13

経験豊富で人格があり、部下に模範を

示す能力がある。
6 8 6 2 1 23 6.14

専門分野のプロとして、しっかりと説

明責任を果たすことが出来る。
8 8 6 0 1 23 6.19

法令･規則、マナーを遵守し、リスク管

理能力が発揮できる。
6 10 6 0 1 23 6.17

業務の対象となる地域の法規･条令を遵

守し、文化的価値を尊重することが出
6 12 3 1 1 23 6.18

土木施工管理　・　レベル6　・　企業

倫理観とプロ意識

知識と理解

汎用的な技能

職務上の技能

専門実践技能

管理・指導技能

自律性と責任感
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・チャート化の結果 

  

  

⚫ 学校における評価は高めであるのに対し、企業における評価は学校に比べて厳し

い 

⚫ 企業ではレベル 6 では評価が高い。年齢上限を設定していないので、実際にはレ

ベル 7 以上の方も含まれているからではないかと思われる。 
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5  本事業の成果と今後の展望 

 

5.1  本事業の成果 

 本事業は 2 年計画でスタートし、今、その終了のときを迎えている。本事業の第一

の成果は、「資格枠組のレベル定義（レベルディスクリプター）」（以下「LD」）、「資格

枠組のレベル定義（概要）」（以下「LD 概要」）を作成できたことである。そのことは、

次の二つの点で意義深いものと考える。 

(1) EQF（European Qualification Framework、欧州資格枠組）など、世界各国で実

際に参照されている NQF（National Qualification Framework）と同等のものを

作成したことにより、国際通用性のある標準的な枠組として定義できたこと。  

(2) その結果、LD、LD 概要を基礎にして、本事業でその作成に取り組んだ職業分野

ごとの学修成果指標など、具体的な学修目標やレベル測定につながる仕組みの構

築を加速することが可能になったこと  

 もし、LD がわが国で普及すれば、国際的な人材の流動性（モビリティ）を高めるこ

とにつながる。わが国は、ユネスコが提唱した「高等教育の資格の承認に関するアジ

ア太平洋地域規約」（東京規約）を批准し、2018 年 2 月に同規約が発効した。そのこ

とを受け、2019 年 9 月には、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構内に、東京規

約に基づく NIC（National Information Center、高等教育資格承認情報センター）が

設置された。上記(1)の意義深さは、このタイミングだからこそともいえる。本事業で

作成した LD がどれくらい有用なものか、その評価にはある程度時間が必要と思われ

るが、当機構としては NIC とも連携して本事業成果の周知と普及に努めていきたい。 

 また、本事業成果は、上記(2)に記したとおり、専門学校の教育現場、企業における

中核的人材の育成現場において、LD と整合性のある学修成果の測定の仕組みにつな

がる。本事業では、美容、ゲーム・CG、動物、土木・建築の 4 分野を選んで、具体的

なレベルでの学修成果測定の仕組み構築を模索してきた。それは、LD と整合性のあ

る職業分野ごとの「学修成果指標」の作成と、その指標に基づく学修成果測定試行に

よる検証である。このような取組の成否は、LD と整合した指標をいかにして作成す

るかにかかっている。その部分について確立された方法論があるわけではなく、本事

業では 2 年をかけて、各分科会で取り組んできた。そのアプローチは、それぞれの分

野の特性などが現れたものであり、他の分野における学修成果指標の作成にとっても

大いに参考になるものと考えられる。そのような考えから、本事業を終えるにあたっ

て、また、その成果を次の段階に進めるにあたって、各分科会における「学修成果指

標」作成のアプローチを、「学修成果測定の手引き」としてまとめた6。 

 

 
6 巻末に資料 6 として掲載しているので参照していただきたい。  
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5.2  今後の展望 

 わが国でも NQF が必要ではないかという議論は、2000 年代に入ったぐらいから一

時盛んになったことがあった。これは 1990 年代「失われた 10 年」の反作用として、

わが国人材育成の指針を公的に定めることの必要性に対する認識が高まったことに起

因していた。実際、ちょうど「IT」という言葉が一般的になった時代背景とマッチし

て、経済産業省主導で、2000 年に「IT スキル標準（ITSS、IT Skill Standards）」が

誕生した。しかし、急速に広く普及することはなく、2006 年に大きな見直しがあって、

version3 になってからは、特に、大手のシステムベンダーで普及が進んだものの、IT

業界全体に広く定着したものとはいいがたい。大手の場合、多職種の人材を確保して

レベル・職種に均衡した人員を揃えることが、会社のトータルな人材供給力を示すこ

とになり、その意味で ITSS は都合がよかったから運用できているという側面もある

が、決定的かつ標準的なものとして機能しているとはいえない。 

 その後も、組込み技術の水準を示す ETSS（Embedded Technology Skill Standards）

や IT ユーザーの水準を示す UISS（Users' Information Systems Skill Standards）

が誕生したが、この 10 年ほど大きな動きがなく、普及には程遠い状況にある。  

 また、厚生労働省系の民間法人である中央職業能力開発協会（JAVADA：Japan 

Vocational Ability Development Association）は 2002 年度から、「仕事をこなすため

に必要な『知識』と『技術・技能』に加えて、『成果につながる職務行動例（職務遂行

能力）』を、業種別、職種・職務別に整理したもの7」として「職業能力評価基準」の

策定を進めている。厚生労働省は、この基準が「わが国の『職業能力評価制度』の中

心をなす公的な職業能力の評価基準で、採用や人材育成、人事評価、さらには検定試

験の『基準書』として、様々な場面で活用できるもの8」として普及・促進を図ってい

る。しかし、この基準は多くの業種・職種に対応して策定されているが、その中核と

なる考え方が明確でなく、各業種・職種の中で運用することは可能であるが、NQF の

根本的な概念である「モビリティ」についてどのような考え方に立脚しているか不明

である。 

 以上見たように、職業能力を体系的にとらえてその評価基準を策定する試みは個別

になされているものの、それらの核となる概念は形成されていないというのがわが国

の現状である。 

 今後、仮に、NQF を国として策定しようということになった場合、現在公的に策定

されている ITSS や職業能力評価基準、加えて国家試験として実施されている各種検

定・認定制度が示す合格基準などをベースに組み立てることが考えられる。しかし、

 
7 厚生労働省、「職業能力評価基準について」のページから記述を引用。  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/ability_skill/sy

okunou/index.html 
8 厚生労働省、「職業能力評価基準について」のページから記述を引用。  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/ability_skill/sy

okunou/index.html 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/ability_skill/syokunou/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/ability_skill/syokunou/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/ability_skill/syokunou/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/ability_skill/syokunou/index.html
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もともと、それぞれの基準策定の考え方が異なること、各省庁の利害関係の対立が予

想されることなどの理由により、実現可能性は大変低いように思われる。  

 記憶に新しいところであるが、民主党政権時代の 2010 年、政府の新成長戦略の雇

用戦略として「キャリア段位制度」が打ち出され、検討されたことがあった。当時、

リーマンショックの影響もあり、国内就業率を高め、フリーター等の就労支援強化策

の必要性が高まっていた時代である。実際、「介護プロフェッショナル」、「カーボンマ

ネジャー」、「食の 6 次産業化プロデューサー」という三つの職種が新たに定義され、

それぞれのキャリア段位の評価基準などが策定された。しかし、政権交代があったこ

と、生産年齢人口の減少による労働市場の売り手市場化などの波にのまれ、現在でも

機能しているのは「介護プロフェッショナル」認定制度のみである。スタートした時

点では、成長戦略という分野横断的な概念だったものが、いつの間にか、一部の限定

された労働市場にのみ適用されるものに変異してしまった感が強い。  

 なぜ、そのようになってしまったか？ そもそも、全産業に適用できる評価基準・

測定基準はどのように位置づけるべきものかについての議論が浅く、その部分でコン

センサスや情報共有が図られていないと、どうしても枝葉末節な方向へ議論が発散し

てしまうといえるのではないだろうか。労働市場がグローバル化している現在、そも

そも NQF は国際的な人材の移動可能性を高める目的でスタートしていることを熟慮

し、その原点に返ったところからスタートして枠組を作成し、その後、その枠組に合

った個別の業種・職種の能力評価基準が策定するというアプローチをとるべきではな

いか。その意味で、本事業において作成した LD を頂点にしたさまざまな試みがなさ

れるべきであると考える。 

 

 当機構では、今後、LD の普及・促進を図るため、LD の枠組に沿って、人材評価系

の情報を共有する仕組みの構築を進めていきたい。具体的には、企業や学校が所属す

る人材をアピールする機会において、常に LD を参照する仕組みの構築を図っていき

たい。企業であれば、「当社にはこれだけ優れた人材がいる、だから品質の高い製品や

サービスを提供できる」ことをアピールする局面が数多く存在する。学校であれば、

「卒業生の中にこういう優れた人材がいる。それは本校のこのような教育の賜物であ

る」、実質そのようなことをアピールする Web ページがいくらでもある。これらを高

校生や大学生、専門学校生、その保護者といったステークホルダーから見たとき、「優

れている」「優秀である」「いい人である」とポジティブな言葉を投げかけられても、

その基準が信頼できるのか、そもそもその基準は何なのか、といった疑問を感じざる

を得ない。LD は、その「基準」を提供する物差しとして機能できる。最初は、その物

差しの適用結果を疑問視する事例の発生も予想されるが、繰り返し試みることにより、

LD の有用性が高まり、必然的にそこに関心が集まり、より具体的なレベルでの普及

につながることを期待している。 

  



95 

資料 

 

  



96 

資料 1 資格枠組のレベル定義（レベルディスクリプター） 

●和文 



97 



98 



99 

 

  



100 

●英文 



101 



102 



103 



104 

 

  



105 

資料 2 資格枠組のレベル定義（概要） 

●和文 

 

  



106 

●英文 

 

  



107 

資料 3 学修成果指標 

 

① 学修成果指標（美容分野－美容師職種） 

 



108 



109 



110 

 



111 

 

  



112 

② 学修成果指標（ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種） 

 



113 

 



114 

 



115 

 

  



116 

③ 学修成果指標（動物分野－認定動物看護師職種） 

 



117 



118 

 

  



119 

④ 学修成果指標（土木・建築分野－土木施工管理職種） 

 



120 

 

  



121 

資料 4 国際シンポジウムパネルディスカッションの内容 



122 



123 



124 



125 



126 



127 



128 



129 



130 



131 



132 



133 



134 



135 



136 

 

  



137 

資料 5 国際シンポジウムにおけるアンケートの内容と集計結果 



138 



139 



140 

 

  



141 

資料 6 学修成果測定の手引き 



142 



143 



144 



145 



146 



147 



148 



149 



150 



151 



152 

 

  



153 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度文部科学省  

職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進事業  

 

学修成果の測定に向けた  

職業分野別コンピテンシー体系の研究  
 

事業成果報告書 
 

 

発行日  令和 2 年 3 月  

発行者  一般社団法人専門職高等教育質保証機構  

〒 106-0032 東京都港区六本木 6-2-33 六本木ヒルズノースタワーアネックス  3F 

■禁無断転載■  


